
付録

Web公開情報 (2012年3月31日現在)

名称 URL 備考

農業環境インベントリーIh句:/血pc234.niaes.affrc.go.jp/nri伽 am.asp 一般公開

システム

土壌モノリスデータベー|同://www.niaes.af企c.go .jp/inventry / s山lOnoli帥 ld叫凶 |一部公開
ス

土壌モノリス作成法改訂Ih仕p://www.niaes.affrc.go.jp/inven句r/soil/

版 IDocumentJmethod.pdf 

土壌保全調査事業等優良Ih仕p://www.niaes.affrc.go.jp/inven町/soil/
成果 I TEITEN sokuho/index.html 

土性図目録 htゆ://www.niaes.affrc.go.jp/inv即位y/soil/DocumentJ
Fesca.pdf 

農耕地土壌分類(第三次Ihttp://www.niaes.affrc.go.jp/inv即位y/ soil/laboratory / 
改訂版 IInformations.html 

農耕地土壌分類 (頃第三次洲Ih加切1此岬t即ゆ://www.nia悶a制e郎s.a泊f飴f合rc。句叩.g伊g伊伊O乱.訓n附lV閃V刊en町1町的佐町y抑内/危胤刷Sω悶oilゆ/DoωCαume釧n凶凶ltJ tJ / 

f 改訂版)英語版 |同Cαlas悶S白if批ica幼iio佃n.pd訂

農業統計情報メッシユデ、Ih仕p://agrimesh.dc.affrc.go.jp/
ータ閲覧システム

土壌情報閲覧システム Ih仕p://agrimesh.dc.affrc.go.jp/soil_ db/ 

一般公開

一般公開

一般公開

一般公開

一般公開

一般公開

一般公開

農環研標本館所蔵夕イフプ汁ρpIh耐切此岬tゆ://w附ww.ll1a悶附ae制e凶s.a泊f飴企C句g伊伊O乱.訓n町lV附ven町1仕句町W剛yダ凶fげ札/ins鈎蹴削eωct/加i白Ins附1凶ss勾sys戸r屯s/明句勿切抑rや仰似帥p伊凶帥el出耐Is抗t.h加紅佃凶n ト部公開
標本デ一夕べ一ス

三橋ノート画像データベIhttp://www.niaes.affrc.go.jp/inven仕y/insect/inssys/ 一部公開

ース 1m note01.h凶 l

日本産オオアブラムシ属Ihttp://www.niaes.affrc.go.jp/inven仕y/insect/key _ cinara/main.ht I一般公開
のチェックリスト及び種1m
の検索表

日本産ヒョウタンカスミ Ihttp://www.niaes.atl企c.go.jp/inven町/insect/illust_keys/ 
カメ族の図説検索 I pilophorini/key ~ilophorini01.html 

マメハモグリパエ寄生蜂 11岬 ://cse.cryo.af企c.go.jp/konishi/main.h加
の図解検索
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インベントリー第9号 (2011) 

名称 URL 

微生物インベントリー I http://www.niaes描 c.go.jp/I皿V田町/田町'Oorglind低回l

(microForce) 

農業環境技術研究所所蔵Ih句 //www.niaes曲 c.go.jp/inv'田町/microorglspec皿en/

微生物さく葉標本目録 |血dex.h也 l

日本野生植物寄生・共生Ihttp://www.niaes.affrc.go.jp/I町田町/皿icro吋 'mokuroku/
菌類目録(日本語版) I mokuroku.h皿l

同(英語版) ht旬//www.niaes.affrc.go.jp/inv.田町/皿icroorgl聞耳/

mokuroku・e.h位d

日本産糸状菌類図鑑(日 Ihttp目//www.niaes.affrc.go.jp/inv.田町/血田町g1mokuroku/

本語版)四k血 h凶

備考

一般公開

一般公開

一般公開

一般公開

一般公開

同(英語版) ht中田//www.niaes.af世c.go.jpl町田町/皿icroorgl田甚四回-e.ht I一般公開

田1

農業環境用語事典 htφ://www.niaes.af世c.go.jpl町田町/center/gloss町/皿dex.h凶|一般公開

農業環境モニタリングマ Ihttp://‘lfWW.niaes.affrc.go.jp/inv，田町/center/mm田ua1/

ニュアル |血d田 h佃 l

植物の金属元素含量に関 Ih句 ://www.niaes.affrc.go.jp/I町田町/center/hvyme叫

するデータ集録 |血dex.html

土壌線虫画像データベー Iht申//www.niaes.affrc.go.jp/inventory/n阻 apics/

ス;属レベル簡易同定の

ための形質一覧表

栽培歴データベース h句 //d∞w.dc.affrc.go.jp/

エコシステムデータベー|同//ecomdb.niaes.a:倍c.go.jp/

ス(英語版)

アジア・太平洋外来生物 Ihtや//ap副 -ni醐 dc描 c.go.jp/
データベース (APASD)

(英語版)

外来植物図鑑(国が特定Ihttp://www.niaes.affrc.go.jp/]問 ect/pl血 ta1i田/book.h凶 l

外来生物、要注意外来生

物に指定した植物)

自然植生の純一次生産力|坤//www.niaes.affrc.go.jp/topics/g7/c凶res.h凶 l

と農業気候資源の分布
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付録
NRICセミナー講演要旨

第 1回 4月28日

1 )河川性植物の多様性に合流が及ぼす影響に関する研究

A study of effects of river confluences on plant diversity in river ecosystems. 

大津剛士

河川の合流は自然河川|であれば必ず存在する一般的な地形ですが、その存在は河川生態系に

おける生物多様性の維持に重要な役割を持っています。本セミナーでは、演者がこれまで、行っ

てきた河川の合流と植物の種多様性に関する研究を紹介したいと思います。

2)糸状菌の硫黄還元反応に関わるグルタチオン系の機能解析

The function of the glutathione system involved in filamentous fungal sulfur reduction 

佐藤育男

近年、カピが低酸素条件下で元素状硫黄を還元し、硫化水素を生成する現象が見出されてい

る。演者はカピの硫黄還元反応に関与する酵素を特定し、グルタチオン系がこの反応に関わる

ことを明らかにした。また、好気条件下でのカピのグルタチオン系の機能についても解析した

ので紹介する。

第2回 5月28日

1 )盗み寄生者チリイソウロウグモにおける宿主適応に伴う形質分化の仕組み

Host-associated trait differentiation in the kleptoparasitic spider Argyrodes kumadai 

馬場友希

イソウロウグモ類(Argyrodes)は他の造網性クモ類の網に侵入して餌を盗むというユニーク

な生活様式をもっ.この仲間は餌環境及び、物理的生息環境を宿主の網に依存しているため，

宿主の網はイソウロウグモ類の適応度に影響し，採餌形質をはじめとする諸形質の進化に影響

を与えている可能性がある.演者は，地域によって系統の異なる宿主を利用するチリイソウロ

ウグモ(Argyrodeskumadai)を用いて，上記の可能性を個体群比較により検討した.本セミナー

ではその研究成果について紹介する。

2)植物病原菌を利用したヨーロッパにおけるイタドリの伝統的生物防除

Potential for classical biological control of Japanese knotweed (Fallopia japonica) in Europe using 

phytopatho genic fungi 

黒瀬大介

近年、日本起源のタデ科植物であるイタドリが欧米諸国で大繁殖しており、その被害拡大が

深刻となっている。しかし、除草剤による化学的防除法では本雑草の蔓延を防ぐことが困難な

状況にある。演者はこれまで日本のイタドリに寄生する植物病原菌を活用した伝統的生物防除

に関する研究に取り組んできた。本セミナーではその成果について紹介する。
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インベントリー第9号 (2011) 

第3固 6月23目

1 )アジア東洋区におけるリンゴ力ミキリ属の分類学的再検討

A T:阻.on.omicStudy .on the Genus Ob町'ea.of the Orienta1 Regi.on .of East Asia (C.ole.optera， 

C町田nbycidae)

栗原隆

リンゴカミキリ属は世界で 280種余り知られる大属である。幼虫は生きた植物体を加害

するため、日本においてもナシなどの果樹やツツジ類の害虫として知られる種を含んでい

るロ本属は互いに似た種が多いにもかかわらず、これまでにいくつかの外部形態や色彩に

よって種を分けられてきたため、多くの混乱をきたしている。本セミナーでは、東アジア

東洋区について検討を行った結果の一部について紹介する。

第4固 7月21日

1 )生態系観測データのためのヱコインフォマティクス

Ec.o皿f.ormaticsf.or Ec.osyste血Observati.onData 

小川安紀子(国立環境研究所)

エコインフオマティクスは、生態学のための情報学です。現在、様々な地球環境問題の解決

策が求められる中、生態系の構造と機能をよりよく理解し、また人為撹乱・地球変動などへの

応答予測などを目的として、生態系を様々な側面から統合的に観測しようとする動きが加速し

ています。多種多様な、また長期にわたる生態系観測データを効率的に統合研究に活かすため

の手法がエコインフォマティクス研究者によって開発されています。長期生態学研究(LTER)コ

ミュニティを中心に開発され、徐々に生態学データ共有の標準技術となりつつあるエコインフ

オマティクス技術の紹介をします。

第5固特別セミナー 1 0月24日

1 )ヱコバランスモデルによる窒素・炭素循環において生じる環境負荷の定量的評価

Quantitative eva1uati.on .of envir.on皿enta11.oadin CN cycles using ec.oba1ance血.odel

木村園子ドロテア(東京農工大学准教授)

環境負荷と生産量の関係を定量的に比較する手法としてのエコバランス評価について、その

アイデアと例について話題提供をします。

第6固 10月20目

1 )森林と海とのつながり

Interacti.on between f.orest and .0白血

山北剛久((独)森林総合研究所森林昆虫)

全国スケールで流域環境と沿岸生物の分布との関係を明らかにするために、流域ごとの陸域

の土地利用左海側の環境要因を合わせ、藻場の成立要因の解析を行った。その結果モニタリン

グが進んでいる水質以外に風波や地形、陸域の影響の重要性が明らかになった。

また、生活史を海・陸双方に依存する半陸生ガニの分布ポテンシヤルを示し、生き物を通じた

森と海のつながりの可能性について議論する。
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付録 :NRICセミナー講演要旨

第7固 11月24日

1 )農業環境インペントリーと空間統計学的手法を用いた農耕地における土壌炭素賦存量の

予測

Estimation of Soil Carhon Stock 皿 JapaneseAgricultural land using Agro-Environmental 

Inventories and geostatistica1 metbod 

高田裕介

持続的な農業生産および地球温暖化対策の両側面から、農耕地における土壌炭素賦存量を高

精度で予測することが望まれている。本研究では、これまで長年にわたって集積された土壌情

報データベースや耕地面積統計などの農業環境インベントリーと空間統計学的手法を組み合わ

せることで、従来法と比較してより高精度な土壌炭素賦存量の予測手法を開発した。

第B回 1月 19目

1 )ドレスデン動物学博物館におけるゾウムシ類の標本間査およびコレクション管理システム

とアウトリーチプログラムに関する調査

Exa血inationof weevil specimens血 dsurvey of collection management system阻 dou甘'each

programs at Museu血伽TierkundeDresden 

吉武啓

私は、 2010年8月 16日から II月 14日にかけて、昆虫類の重要な標本コレクションを擁

するドレスデン動物学博物館(ドイツ・ザクセンJ'lj)に滞在し、ゾウムシ類を中心に所蔵標

本の調査を行った他、同博物館の昆虫部門におけるコレクション管理システムとアウトリー

チプログラムについても調査した。今回はその調査結果について報告する。

2)パネルデータ分析を用いた水田への有機物資材投入量を決定する要因に関する考察

A panel data analysis of tbe factors con位。llingorganic a皿end皿entsapplication in paddy rice field 

in Japan 

レオン愛

農耕地土壌での炭素貯留を全国的に推定するためには、有機物投入量の状況(堆肥の投入

量等)を把握する必要がある。そのためには、ベースラインとなる 1990年とその前後と比ベ

てどのように変っているかについても把握する必要がある。本研究では、農水省により「土

壌環境基礎調査」の一部として実施された「土壌管理実態調査」のアンケートデータ

(1979-1998)を用い、(1)水田への有機物資材投入量の長期的な変化、 (2)パネルデータ分

析を用いた有機物資材投入量を決定する要因の考察、 (3) これら要因の有機物資材投入量へ

の総合的な影響について検討した。
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付録

研修会:土壌調査法現地研修会

開催趣旨:主に公立農業試験場の土壌肥料研究者等の土壌調査・分類に関する資質向上を目指して、

作物生産及び環境保全等の広い視野に立った土壌調査技術を習得するために研修会を開催する。

開催時期:平成 22年 11月9日(火)"'10日(水)

開催場所:諌早市内現地閏場、長崎県農業大学校および長崎県農林技術開発センター

共 催:独立行政法人農業環境技術研究所、土壌保全調査事業全国協議会

協 力:長崎県農林技術開発センター

参加者:107名(農環研7名、農研機構9名、農水省 3名、家畜改良センター6名、都道府県農業試

験場 79名、土壌保全調査事業全国協議会 3名)

内容:

11月 9日(火)9: 00'" 17: 00 

土壌調査法現地研修

黄色土の樹園地土壌、水田土壌の調査

諌早干拓地土壌の調査

講師:小原洋・大倉利明・高田裕介(農環研)、太田 健(中央農研)

11月 10日(水 8:30"'12:30

関連情報研修(ホテルセンリュウ会議室)

日本の土壌調査事業と国際的枠組み 谷山一郎(農業環境技術研究所)

農耕地土壌分類第3次改訂版の分類名同定法小原 洋(農業環境技術研究所)

現地研修の講評

草地土壌定点調査の概要

長崎県の土壌の概要

諌早湾干拓地の土壌改良

大倉利明(農業環境技術研究所)

賓示戸雅之(畜産草地研究所)

藤山正史(長崎県農林技術開発センター)

山田寧直(長崎県農林技術開発センター)

長崎県諌早市周辺において、黄色土、灰色低地土の計 6断面を題材とし、土壌断面調査法の実習を

行った。参加者が 100名を超えたため、現地研修では2班体制で行い、時間配分を工夫し多人数で土

壌を観察する事ができるようにした。今回の現地研修と座学研修によって、農耕地土壌分類第 3次改

訂版による土壌の判定や分類の命名に対する理解が深まったと考えられる。

黄色士の断面観察 諌早湾の干拓地土壌
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付録

研究成果の発表

( 1 )査読論文

表 題 著 者
発表誌名 巻

頁
発行

(出版元) (号 年月

A practical estimating method of Seiya Tsushima， JARQ-JAPAN 

the dose-response curve between Hiroharu Murakami， AGRICULTURAL 

inoculum density of Takayuki Akimoto， RESEARCH 

Plasmodiophora brassicae and the Mitsuhiko Katahira， QUARTERLY 44 383-
2010 

disease severity for long-term Yukiko Kuroyanagi， ( 4) 390 

IPM strategies， Y oshihiro Shishido 

Real-time PCR for differential Keigo Inami， JOURNALOF 

determination of the tomato wilt Chizu Y oshioka， PLANT 

fungus， Fusarium oxysporum f. Yasushi Hirano， PATHOLOGY， 

sp. lycopersici， and its races Masato Kawabe， SPRINGER 76 
116-
2010 

Seiya Tsushima， 121 

Tohru Teraoka， 

Tsutomu Arie 

Nocardioides sp. strain WSN05・ Y oko Ikunaga， APPLIED 

2， isolated 合oma wheat field， Ikuo Sato， MICROBIOLOGY 

degrades deoxynivalenol， Stephanie Grond， AND 

producing the novel Nobutaka Numaziri， BIOTECHNOLOGY 

intermediate 3-epi- Shigenobu Y oshida， 

deoxynivalenol. Hiroko Yamada， 

Syuntaro Hiradate， 

Mor泊lffiiHasegawa， 89 419-
Hiroaki Toshima， ( 1) 427 

2010 

Motoo Koitabashi， 

Michihiro Ito， 

Pe甘Karlovsky，

Seiya Tsushima 

ゲルと作成時の温度がDGGEの松下裕子，森本晶，包智 土と微生物

バンドラインの歪みに及ぼす 華，封馬誠也

影響 64 107-

(2) 112 
2010 

Method for simple and rapid Rieko Niwa， Shigenobu CANADIAN 

enumeration of total epiphytic Y oshida， Naruto Furuya， JOURNALOF 
57 62-

bacteria in the washing solution of Kenichi Tsuchiya， Seiya MICROBIOLOGY 
(1) 67 

2010 

rice plants. Tsushima 
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Biological control for ri印刷出t S誌iShimoi， BIOLOGICAL 

disease by employing detachment K血 akoInoue， CONTROL 

action wi出 geia也lolyticb叫 teria E世rokoKi旬.gawa，
55 85・地皿oriYi出国企i， 2010 

Seiya Tsushima， 91 

町0)'1皿P置に
Kenichi lkeda 

Validation and modification of Y出叫証toSHIRATO PEDOLOGIST (ベド

soil organic matter model in Asia ロジスト)

53 76-
2010 

(3) 79 

11種の水稲用除草剤の確率的 永井孝志，稲生圭哉，横 日本リスク研究学会

生態リスク評価 山淳史，岩船敬，堀尾剛 誌

20 
279・2010 
(4) 

1973年から2001年までの地目 両国裕介，小原洋，中井 日本土壌肥料学雑誌
82 

改変に伴う土壌群分布面積の 信，神山和則 15-2 2010 
変動特性の解析 (1) 

わ土集が積国層の赤と風黄化色土における粘 両国裕明介，神，前島勇治，大 ベドロジスト
変質層の分類 倉利 山和則，浜崎

学的位置づけ 忠雄，小原洋 54 
11-2 2010 
(1) 

E館ectsof horse grazing on plant Atsushi Shoji， GRASSLAND 

sp田iesrichness and abundance of H町田Hayashi， SClliNCE 
57 

lris setosa in a boreal semi・naturalK恒 unoriKohy回国，
(1) 
1・8 2010 

grassland， Japan HirO)'l北iS出法i

詳細土壌区分図による農耕地鹿沼信行，上庄和樹司lE， 小林 ベドロジスト
土壌分類下位カテゴリーの細 逸郎，戸 ，神山和

54 
分一群馬県利根郡片品村を事例 則，谷山一郎，大倉利明 73-8 2010 
として

(2) 

1973年から2001年までの地目 両国裕神介山，和小原洋， 中井 日本土壌肥料学雑誌
改変に伴う土壌群分布面積の f言，員Ij
変動特性の解析 82 

15-2 2010 
(1) 
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1973年から2001年までの地目 両国裕介，小原洋，中井 日本土壌肥料学雑誌
改変に伴う土壌群分布面積の 信，神山和則

変動特性の解析 82 

(1) 
15・22010 

AnewEutyar吐ll'IIltl(Col，回p旬，ra， 回r法uYoshotake ELYTRA 

Cer，阻byci伽e)企'omSabah，E田t Tatsuya NIISATO 
38 
3-8 2010 

Malaysia (1) 

Evo!ution of host u凶izationToshihide Kato， MOLECULAR 

pa抗ernsiu the seed beet!e g四回A時uroBonet， PHYLOGENETICS 

Mimosestes Bridwell (Co!eop缶四・Hir広uYo由itake， ANDEVOLUτlON 

Chrysomelidae: Bruchiu蹄) JesusRomero-Napoles， 55 816-
Utsugi Jiubo， (3) 832 

2010 

Motomi Ito， 
M回紘但uShimada

ニッポンシロシンクイ(新称)那須義次，玉嶋勝範，柴 日本応用動物昆虫学
の再発見とモモシンクイガの 尾学，吉松慎一，内藤尚 会誌
合成性フェロモントラップに 之

54 115-
誘殺されるシンクイガ類(鱗麹 2010 
目:シンクイガ科) (3) 126 

Di宜erencesiu distribution Takeshi Osawa， Hiromune ECOLOGICAL 
pa抗ernsaround river confluences 島町臼uh田:hi，Hideyuki RESEARCH 116 
among hydrophilic vegetation Niwa，A白血hiUshimaru 25 1-
groups (6) 116 

2010 

9 

Enhan田ddiversi勿atnetwork Takeshi Osawa， τ'he Open Eco!ogy Jour 

nodes: River confluences iuc開田e回IomuneMi旬油田:hi，

vegetation-patch diversity Hideyuki Niwa， 3 45・42010 
Atushi Ushimaru 

コンクリ ト河川におけるグ 久加朋子，清水洋平，大 人と自然
ンジボタノレとカワニナの生息 津剛士，石田裕子，佐々
場所再生の試みー簡易水制の設 木宏展，稲本雄太，三橋

21 
159-
2010 置方法と効果検証 弘宗 165 

(2)その他の論文

表 題 著 者
発表誌名 巻

頁
発行

(出版元) (号 年月

eDNAによる農耕地土壌の生物 封馬誠也 土と微生物 64-2010 

性解析・評価手法の開発，士と 64 69 
微生物 (2) 
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Real-time PCR for differ四 tialKeigo Ina血 1， JOURNALOF 116-2010 

determina:世田 of the tomato wi1t Chizu Y oshioka， PLANT 121 

白且思lS，Ft且ariumoxysporum f. Y酪usl姐H註ano， PAτHOLOGY 

sp.1ycop町sici，and its races Masato Kawabe， 76 
Seiya Tsushima， 

Tobru T町aoka，

Tsutomu Arie 

リアノレタイムPCRによるトマ 稲見圭悟，吉岡千津，寺 植物防疫 311-2010 
ト萎凋病菌レースの特異識別 岡徹，有江カ，平野泰 64 318 志，川部員登，望号馬誠也

(5) 

農地管理による土壌炭素貯留 白戸康人 日本LCA学会誌 11-2011 
効果と気候変動の緩和 (Journal ofLife Cycle 

7 
16 

Assessment， Japan) 
(1) 

包括的土壌分類第1次試案， 小原洋， 大山倉和利則明， 高田 (独)農業環境技術 2011 
農業環境技術研究所報告 裕介，神 ，前島勇 研究所

治，浜崎忠雄 29 

Two-year monitoring of 血eM回a)'l北iHojito， 大気環境学会誌， (社) 160-2010 

ve武icaldis甘ibutionof ammo血aKentaro Hayashi， 大気環境学会 170 

面白e atmosphe田 above 皿 Sh吋iMa臼uura， 45 
泊岡田vedairy fl町mmgarea泊 Kazunori Kohyama (4) 
cen甘alJapan

近年の日本・都道府県における -島慎郎，神山和則 農業環境技術研究所 2010 
窒素・リン酸フローと余剰窒 報告， (独)農業環
素・リン酸の傾向に関する算出 境技術研究所 27 
方法とデータベースおよび運
用例

アジアにおけジる多ス様トな土壌と 浜崎忠雄，大倉利明，一 4. フィリピンにおけ 267・2010 
我が国ベドロ による研 浦憲蔵 る最新土壌研究熱帯

81 
272 

究の最前線 島嘆における土壌環
境と農業 (社)日 (3) 

本土壌肥料学会

全国の田畑の土の分布と性質 高田裕介 全国農業改良普及職 57-2011 
をネットで検索土壌情報閲覧 員協議会 48 58 
システムの公開技術と普及

(3) 

土壌情報閲覧システム」を、 両国:裕介 e-普及だより，農林 2-2 2010 
インターネットで公開しまし 水産省
た。 69 

全国の士の分布と性質をネッ 高田裕介 農環研ニュース， 3-5 2011 
トで検索土壌情報閲覧システ (独)農業環境技術
ムの公開一，農環研ニュース 研究所 89 
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A new species of the subgenus 回r法uYosbi肱 e 九州大学農学部昆虫 115-2011 

Ar旬pocyr旬sof血egenus 学教室 119 

Me旬.poc戸旬s(Co1eoptera: 50 
Curcu1io凶d田:Ent凶 nae)from 
Min白血0，the Pbilippines， 

農林水産省委託プロジェクト 吉武啓，馬場友希，回中 昆轟(ーユ シリ 93・2010 
研究「農業に有用な生物多様 幸一 ズ)， 日本昆虫学会

13 103 性の指標及び評価手法の開
発」における分類学者の関わ (2) 

り

農業環境技術研究所所蔵日本栗原隆，吉武啓，中谷至農業環境技術研究所 141-2010 
産タマムシ科(昆虫網・コワ 伸，吉松慎一 報告， (独)農業環

27 159 チュウ目)標本目録 境技術研究所

Butterflies collected m Masaya Yago， 日本蝶類学会 45・2010 

Coimbatore， Tamil Nadu， South Hir紘uYo泊i回ke， 53 

India， with ∞mments on its Y田吐世oObsbima，
conservation significance， Raiicbiro Ka匂uy町田，
Bu甘:erflies(Teinopalp田)， Sivaperumal 

54 
Siv;町田nak:risbnan，

Kadark置副Mぽ U呂田，

Motomi 1to 

A bio10gical note on Ba畠0田 国r政uYosbotake 日本鞘麹学会 1-2 2010 

spicu1atus OBrien et Mori血oto 58 
(Co1e岨戸:era，C田cu1io血血.e)， (1) 
ELYTRA 

Newrecord ofE田y町出血m 回r紘uYosn飢ake，T雄副:bi日本鞘麹学会 41-2010 

e1egans Hayasbi (Co1eoptera， Kuribara， Ta臼uyaNiisato 42 

Cerambyci伽.e)企'omEast 38 

Kalimantan， Indonesia， EL YτRA (1) 

台湾からの移入種ゲットウト 吉武啓，上地奈美，平野 甲虫ーユ ス，日本 1・32010 
ゲムネサルゾウムシ(コウ 幸彦 鞘麹学会
チュワ目:ゾウムシ科)の沖 171 
縄島における分布状況につい
て
千葉県と神奈川県におけるア 吉武啓 甲虫ニュース， 13本 32 2010 
マミオピアカサルゾウムシ 甲虫学会
(コウチュウ目:ゾウウシ 172 

科)の採集例

農業環境技術研究所・標本シ 者武啓，馬場友希，栗原 インベントリー， 44-2010 
リーズ5:昆虫・クモ類のDNA 隆，吉松慎一，中谷至伸 (独)農業環境技術 47 
ノ司ーコーディングに関連する 研究所

B 
標本コレクションおよびデー
タベースの構築

農業環境技術研究所・標本シ 栗原隆，吉武啓，吉松慎 インベントリ ， 48・2010 
リーズ6・堀川正美コレクショ (独)農業環境技術 49 
ン(カミキリムシ類) 研究所 B 
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茨城県南部で採集されたクモ 馬場友希，吉武啓 東京蜘妹談話会 47-2010 
!I， KISHIDAIA 98 48 

沖縄島で採集されたクモ， 馬場友希，吉武啓 東京蜘妹談話会 45・2010 
KISHIDAIA 98 46 

日本周辺における長距離移動 吉松慎 やどりが， 日本鱗麹 16-2010 
性鱗麹類の研究 学会 227 20 

農業環境技術研究所所蔵日本 栗原隆，吉武啓，中谷至 農業環境技術研究所 141-2010 
産タマムシ科(昆虫網・コウ 伸，吉松慎一 報告， (独)農業環 27 159 
チュワ目)標本目録 境技術研究所

(3) 口頭発表

表 題 著 者
発表誌名 巻 発行
(出版元) (号頁 年月

封馬誠也σ010)eDNAを活用し 針馬誠也 第51回近畿アグリハ 15-15 2010 
た効率的かつ高精度な土壌診 イテクシンポジウム
断技術~土壌DNAの解析によっ 地力を見える化
て土壌の微生物性を評価する 土の健康状態を科学

~ 的に捉える最近の研
究から~
第1回「明日の農と食
を考える研究会」シ
ンポジウム

eDNAによる農耕地土壌の生物 重野馬誠也 日本土壌微生物生態 2010 
性解析・評価手法の開発 学会2010年度大会講

演要旨集

生分解性プフスチック分解菌 野口(辻本)雅子，小板 日本菌学会第54回大 65 2010 
47-9菌株の分解酵素遺伝子の 橋基夫，北本宏子，藤 会講演要旨集
単離 井毅，鈴木健，聖母馬誠

也

オオムギ葉面から分離された生 小板橋基夫，中海悠宏，北 日本菌学会第54回大 66 2010 
分解性プラスチック分解菌からの 本宏子，野口(辻本)雅子， 会講演要旨集
効率的な酵素生産 鈴木健，藤井毅，聖母馬誠也

新規の揮よ発る植性抗物病菌物原質生産糸 小板橋基夫，封馬誠也 日本植物病理学会報 76 
184 2010 

状菌に 菌の生育
抑制 (3) 

デオキシーパレノール(DON) 伊藤通浩，石坂虞澄， 日本植物病理学会報 217 2010 
資化細菌Sphingomonassp. 吉田慎一朗，生長陽子，

76 
KSM1由来の2種の新規酵素に 小板橋基夫，封馬誠也

(3) 
よるDON分解代謝

DONINIV分解細菌の有する 伊藤通治，石坂虞澄， 日本カイコトキシン 6 2010 
DONINIV分解関与酵素群およ 吉田慎一朗，生長陽子， 学会第68回学術講演
び遺伝子群 佐藤育男，小板橋基夫， 会講演要旨集

針馬誠也
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トリコテセン系かび毒を代謝 伊藤通治，石坂虞澄， 日本土壌微生物学会 P-3 2010 
する細菌由来P450酵素系， 吉田慎一朗，生長陽子， 2010年度大会講演要

小板橋基夫，封馬誠也 旨集

Purification and characterization Ikuo Sato， 第26回日本微生物生 150 2010 

ofd白河江riva1en01dehy'針。E町田eMichihiro Ito， 態学会大会講演要旨

企'omGram negative bacterium Masumi Ishizaka， 集

SS5 Yoko Ik:山田昌弘

Shigenobu Y oshida， 
Mo旬oKoi回b田:bi，

Seiya Tsushima 

Un∞>ovenng血ebact，町ia1 Michihiro Ito， 第26回日本微生物生 90 2010 

c戸ochromeP450 sys旬m M田四riIshizaka， 態学会大会講演要旨

capable of catabolizing Shin -Ichiro Yosm白， 集

mycotoxin deoxyniva1eno Yoko Ik:山田昌弘

Ikuo Sato， 
Mo加oKoi回b田:bi，

Seiya Tsushima 

かび毒資化細菌 Sphingomonas伊藤通浩，石坂虞澄， 日本農芸化学会大会 280 2010 

sp.KSM1の有する2種デオキ 生長陽子，小板橋基夫， 講演要旨集2010年度

シニパレノール初発分解酵素 重野馬誠也 (平成22年度)大会

遺伝子

Effects of samp1ing time and E曲田B田， 第26回日本微生物生 111 2010 

en吋ronmen臼1factors on Y oko Ik:unaga， 態学会大会

bacterial，白nga1and nematode YukoMa飽田:hi包， PROGRAM& 

community conpositions in Shuhei Takamoω， ABSTRACTS 

geographica1 Andosols in Japan， Shigeru Niwa， 
E喧rosukeOba， 
Y田ufumiUr田hima，

HirO}'l北iSekiguchi， 

Ats吐姐koK田hida，

Koki Toyo夙

ShoMori血oto，

Yuko T. Hosh恒久

回IOakiOkada， M出血ori
Saito， 

Seiya Tsushima 
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地理的に異なる黒ボク土にお 包智華，生長陽子，松下 土と微生物 152 2010 
ける細菌・糸状菌・線虫相と各 裕子，竹本周平，丹羽
種環境要因との関係 慈，大場広輔，鈴木千

夏，長岡一成，竹中民，
村上弘治，畔柳有希子，
浦島泰文，関口博之，串
回篤彦，豊田剛己，森本 64 
晶，星野(高田)裕子，

(2) 岡田浩明，斎藤雅典，封
馬誠也

ムギの葉面関係細菌数の動態と気 丹羽(松田)理恵子，百 日本土壌微生物生態 P-47 2010 
象要因の 回重信，古屋成人，土屋 学会2010年度大会講

健一，封馬誠也 演要旨集

Chang田 ofbacteria1popula世on Rieko Niwa， 第26回日本微生物生 2010 
岨 dcomm田utyon也e1eaf surface Shlgenobu Y oshlda， 態学会大会

of wheat p1ant d問団昌也egrowing Naru旬Furuya， PROGRAM& 

season Kenichl Tsuchlya， ABSTRACTS 

Seiya Tsushima 

イネから分離されたHerbaspirillunf可原康一，吉川|知成，吉 日本植物病理学会報 215 2010 
sp.022S4・11株によるイネ育苗期 回由久，封馬誠也，根岸 76 
における細菌性病害の生物防除 寛光，篠原弘亮 (3) 

日本産Burkho1deriag1umaeの 加藤太朗，吉田重信，篠 日本植物病理学会報 215 2010 
QuorumS四sing物質 N-Acy1 原弘亮，根岸寛光，封馬 76 
Homoserine Lactene生産量につ 誠也 (3) 
いて

生物的防除素材としてのイタ 黒瀬大介，古屋成人，松 日本植物病理学会報 216-2010 
ドリ斑点病菌の感染・発病にお 元賢， Shaw， R.H.， 217 
ける環境要因 Djeddour， D. H.， Ev町田， 76 

H.C.，封馬誠也，土屋 (3) 
健一

Genomovarを異にする 土屋健 ，封亀馬誠崎友也加， 松 日本土壌微生物生態 2010 
Burkho1deria c印刷acomp1ex系 隈弓子-~...".............，古屋 学会2010年度大会講
統の血清型別について 成人 演要集

V a1idation and modification of Y出世吐toShlrato τbe 2ndInte百四，tiona1 83・2010 
soi1 carbon tumover mode1 in Workshop on C町bon 84 
Asia， Seques仕組on阻 d

C1imate Change 
』世tigationin 

田畑輪換の長期試験データを 白戸康人，矢ケ崎泰海， 日本土壌肥料学会 185 2010 
用いたRothCモデルの検証 西国瑞彦 講演要旨集 56 
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RothCモデルを利用した我が国 矢ケ崎泰海，白戸康人 日本土壌肥料学会 185 2010 
の農耕地における土壌炭素量 講演要旨集

56 
変動の全国評価

土壌物理分画と同位体分析から 和穎朗太，白戸康人，近 日本土壌肥料学会 12 2010 
見えてくる土壌有機物の分解と 藤美由紀，内回昌男，平 講演要旨集
安定化プロセス 舘俊太郎 56 

E佃ectsof experi皿entalwar宜由19Ayaka Kishimoto， ASA， CSSA， 血d 2010 

on hetero仕opicsoi1 resp註ation泊 Seuchiro Y one血町a， SSSA 2010 

a cultivated andis01 in Japan: First Rota Wagai， Interna:世0na1 Ann田l

two-year res叫臼 Miyuki Kondo， Meetings 

MayukoJom町a，
Yasuhito Shirato 

E佃ectsof experim田国1warm泊喜 Ki曲inlo加，A.， τbe4血EAFES 2010 

onhetero仕opicsoi1 respiration担 S. Yonemura， Interna世0na1Congress 

a cultivated andis01 in Japan: First R. Wagai， in conjunction with the 

two-year res叫箇 M.Kondo， B血ILTER-EAP

M. Jomura， Regiona1 Conference 
Y. Shirato 

堆肥施用量と茎葉の処理に影 レオン愛，小原洋，大倉 日本ベドロジー学会 2010 
響する要因 利明，白戸康人，谷山一 2010年度大会講演要

良日 旨集 38 

農耕地の土壌炭素モータリン レオン愛，小原洋，大倉 日本土壌肥料学会 191 2010 
グ調査(定点調査)と2009年 利明，白戸康人，谷山一 講演要旨集

度の結果について 良日 56 

土壌炭素プールの温暖化応答 和穎朗太，岸本(紅)文 日本生態学会第58回 2010 
微生物分解の温度依存性を規紅，米村正一郎，白戸康 大会 D1-定する因子の解明 人，平舘俊太郎

10 

Soi1 C dynamics and its Rota Wagai， Organic matter 2010 

tempera:旬resensitivity s10ng Ayaka (Mo) Kishimoto， stabi1i田tionand 
managem阻 lt-泊du田dSOM Seuchiro Y onemura， ecosystem白且.ctions

gradi聞 t:Nature ofQ10-subs甘ateY拙 uhitoShiraω， Progr虹n 139 

q回Jityre1ationship Syun掬roHiradate 

Two po01s of 01d carbon泊 a Wa喜ai，R， Americ咽1Geophysic岨 2010 

v01c血lC-酎hso日revealedby Shirato， Y， Union 2010 Fall 

sequential density世'actiona:世田 Uchida， M.， M田ting

Hiradate， S 
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Bayesian infer，四回of G.S依田ai， 2010 AGU Fall 2010 

decomposition ra旬 ofsoilorg'血 lCM. Jomura， M田，tingPersona1ized B41 
carbon using a tumover model and S. Yonemura， ltinerary P1anner and H-
a hybrid method of particle fi1ter T. Iizumi， Abs仕actBook 041 
血 dl'v目algorithm Y. Shirato， B 

M. Yokozawa 

土壌有機炭素分解過程におけ 棲井玄，上村真由子，米 日本農業気象学会 2010 
る温度感受性の推定-Ro也ーC 村正一郎，飯泉仁之直， 2011年全国大会講演
モデルパラメータの逆推定 白戸康人，横沢正幸 要旨 60 

稲体による根からの農薬の取 稲生圭哉，堀尾剛，岩船敬 日本農薬学会第35回 2010 
り込みを考慮したPADDYモデ 大会講演要旨集

127 ルの開発育苗箱施用および水
面施用農薬への適用

農業水路に分布する水生植物の 池田浩明，石坂民澄，山中 植生学会第15回大会 2010 
季節変化に対する空間構造の影 武彦，細木大輪，稲生圭 講演要旨集
響 哉，山本勝利 43 

農業水路モータリングデータ 池田浩明，石坂虞澄，山中 日本生態学会第58回 2010 
を用いた水生植物に対する高 武彦，細木大輔，稲生圭 全国大会講演要旨
リスク除草剤の推定 哉，山本勝利

複合的影響を考慮した農薬の生 永井孝志，稲生圭哉，岩船 日本農薬学会第35回 2010 
態リスク評価~水稲防除体系を 敬，横山淳史，堀尾剛 大会
例に~

育苗箱施用におよび水面施用に 堀尾剛，岩船敬，稲生圭哉 日本農薬学会第35回 2010 
よる回面水、土壌および稲体中 講演要旨集

97 
における農薬の動態

数理モデルを活用した千葉県内 山本幸洋，稲生圭哉，近藤 日本農薬学会第35回
主要水田土壌における田面水中 圭，渡遁裕純，真行寺孝 大会講演要旨集

127 農薬濃度の把握

土壌データベースを利用した 神山和則 日本土壌肥料学会 101 2010 
有効水分容量の推定 講演要旨集 56 

Phosphorus load potential S.l'v恒shima， 14由Interna世0na1 2010 

es世matedfrom phosphorus K.Kohy副na Conference， IWA 

S国pl国 inJapanese agricuiture Diffuse Pollution 
Specialist Group: 218 
Diffuse Pollution阻 d

Eu回'phication

PROGRAM & BOOK 

Evaluation of Japanese Shin-IchiroMishima， ASA， CSSA， 阻 d 2010 

agric叫伽ralN皿 dP managem阻 tKazunori Kohyama SSSA 2010 

by integrated en吋ronmental Interna:世0na1 Ann田l
impact indicator in 1990 and 2005 M田，tings
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Changes in agricultura1 N use and Shinichiro軒目shi血a， 5出 2010 

en吋ronmen旬li血pactindicators Hiroko Akiy'血盟a，Kazunori H河τ芭RNATIONAL
149 

泊Japanfrom 1990 to 2005 Kohy，阻la，Kazu)'l止iYagi NITROGEN 
CONFERENCE 

農業環境影響指標の構築と都 二島慎一郎，神山和則 日本生態学会第58回 2011 
道府県での影響評価及びその 全国大会講演要旨 A1ー
解析 10 

わが国の赤黄色土における粘 両国裕介，前島勇治，大倉 日本土壌肥料学会 100 2010 
土集積層と風化変質層の分類 利明，神山和則，浜崎忠 講演要旨集
学的位置づけ 雄，小原洋 56 

日本の統的土壌分類体系第 両国裕介，前島勇治，大倉 日本ベトロジ学会 2010 
三次案における「黄褐色特 利明，小原洋，神山和則 2010年度大会講演要
徴」の炭素含量の基準に関す 回目 39 

る検討

包括的土壌分類，第1次試案の 小原洋， 大田倉裕利介，明， 神山 日本土壌肥料学会 100 2010 
検討について 和則，高 前島勇 講演要旨集

56 治，浜崎忠雄

精密土壌調査による黒ボク土 鹿沼信行，庄司王，小林 日本ベドロジ学会 2010 
造成相ー火山放出物未熟士の判 逸郎，谷山一郎，神山和 2010年度大会講演
別 則，戸上和樹，大倉利明 要旨集 46 

包括的土壌分類の試み 大倉利明 日本土壌肥料学会 99 2010 
講演要旨集 56 

精密土壌調査による黒ポク土 鹿沼信行，庄司王，小林 日本ベドロジ学会 2010 
造成相ー火山放出物未熟士の判 逸郎，谷山一郎，神山和 2010年度大会講演
別 則，戸上和樹，大倉利明 要旨集 46 

Dis凶butionand speciation of NorlkoY，置naguchi，Y，回出。 ASA， CSSA， and 2010 

ars曲目andiron arount mo制e阻dT紘池田，hi，Toshi盆i SSSA2010 

rice root inpaddy soil Okura， Shingo Ma臼田noto，Interna世ona1Annua1
TomohitoAr回，Ma伽wAM田，tings

Marcus 

わが国の赤黄色士における粘 高田裕介，前島勇治，大 日本土壌肥料学会 100 2010 
土集積層と風化変質層の分類 倉利明，神山和則，浜崎講演要旨集
学的位置づけ 忠雄，小原洋 56 

日本の統的土壌分類体系第 両国裕明介ノI前島勇治，大 日本ベトロジ学会 2010 
二次案における「黄褐色特 倉利 、原洋，神山和 2010年度大会講演要
徴」の炭素含量の基準に関す 則
る検討

国同 39 
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of soil carbon stock 

inJapa且.eseagric叫旬ral

using national resources 

の

ラックスの空
間変動?FM多摩丘陵における

夏季および落葉季の比較

大浦典子，
米村正一郎，須
早川敦，南川|和
田裕介，原宏

78 
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丸亀図幅の代表断面における 小原洋，両国裕介 日本ベトロジ学会 2009 
分類体系聞の関係 2010年度大会講演要

38 
旨集

パフワン島から発見されたカ 吉武啓 日本昆虫分類学会第 2010 
タゾウムシ属Apocyrtidius属 13大会講演要旨 2 
の(lコ新ウ種チュウ目ゾウムシ科)

Macrocyゾtus属 (ゾウ再カム検シタ科討ゾク 吉武啓 日本昆虫学会関東支 2010 
チブトウムシ亜科 ウ(予 部第47回大会プログ 1 
報ム)シ族)の分類学的 ラム

二重県で発生したへアフの害 野吉武実啓，鈴，木宮原賢慎一郎， 西 第55回日本応用動物 2011 
虫ゾワムシ(コワチュワ目ゾ 昆虫学会一般講演プ

4 ウムシ科) ログラム

四国におけるヤミサラグモ属 井原庸，馬場友希，吉武 日本動物分類学会第 2010 
の交尾器の多様化と種分化 啓 46回大会講演要旨集 21 

農地周辺の草地における植生 馬場友希，吉武啓，栗原 日本蜘妹学会第42回 2010 
とクモ類の関係 隆，楠本良延，吉松慎 大会講演予稿集

一，平舘俊太郎 13 

研究標本の利用促進にむけて 栗原隆，大津剛士，吉武 第1回(新)日本甲虫 2010 
土生コレクションを例にー 啓，吉松慎一，中谷至 学会大会講演要旨集

伸，安田耕司 17 

海浜性甲虫ハマベゾウムシの 工藤雄太，小島弘明，吉 日本見虫学会関東支 2010 
遺伝的多様性について(予報) 武啓，馬場友希 部第47回大会プログ

1 
ラム

過去の情報を新技術で僻敵す 大津剛士，吉武啓，中谷 応用生態工学会第14 2010 
るwebマッシュアップを用い 至伸，栗原隆，吉松慎一 回札幌大会

P7-2 た標本情報閲覧システム

基盤情報整備と実現サービス 大津剛士，吉武啓 第56回日本応用動物 2011 
を連動させる取り組み 昆虫学会小集会プロ

9 グラム

ヤミサフグモ類の交尾器形態 馬場友希，井原庸，吉武 第58回日本生態学会 2011 
の多様性と進化 啓，吉松慎一 大会プログラム

68 

植生管理が農地周辺の草地に 馬場友希，吉武啓，栗原 第55回日本応用動物 2011 
生息するクモ類群集に与える 隆，楠本良延，吉松慎 昆虫学会一般講演プ
影響 一，平舘俊太郎 ログラム 13 

杉繁郎コレクションのデータ 吉松慎一，栗原隆，吉武 日本鱗麹学会第57回 2010 
ベース化と公開 啓，中谷至伸 大会プログラム・講演

26 要旨集
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海を渡って長距離移動する 吉松慎 日本鱗麹学会アサギ 2010 
チョウとガ マダラプロジェクト

公開シンポジウム特
別講演

杉繁郎コレクションのデタ 吉松慎 ，栗原隆，吉武 日本鱗麹学会第57回 2010 
ベース化と公開 啓，中谷至伸 大会プログラム・講演

26 要旨集

Current progress of DNA Utsugi Jinbo， Yuko T. Hosbino， 107 2010 

barcoding of Japanese Tosbihide Kato， 

Lepidop缶四 Nozomu Utsuki， 

OsarnuK町田bima，
Masaya Yogo， 

Motomi Ito， 

Toshiya 皿IOWa:凶i，

AtsushiKaw紘ita，
T法d世oM皿0，

Yoshi旬kaS紘a皿aki，
Sbin-ichi Yosbimatsu 

農地周辺の草地における植生 馬隆場，楠友希本，良延吉武，啓， 栗原 日本蜘昧学会第42回 2010 
とクモ類の関係 ，吉松慎 大会講演予稿集

一，平舘俊太郎 13 

研究標本の利用促進にむけて 栗原隆，大津剛士，吉武 第1回(新)日本甲虫 2010 
士生コレクションを例に 啓，吉松慎一，中谷至 学会大会講演要旨集，

伸，安田耕司 17 

過去の情報を新技術で術敵す 大津剛士，吉武啓，中谷 応用生態工学会第14
るwebマッシュアップを用い 至伸，栗原隆，吉松慎一 回札幌大会，

P7-2 
た標本情報閲覧システム

ヤミサフグモ類の交尾器形態 馬場友希，井原庸，吉武 第58回日本生態学会 2011 
の多様性と進化 啓，吉松慎一 大会プログラム

68 

植生管理が農地周辺の草地に 馬場友希，吉武啓，栗原 第55回日本応用動物 2011 
生息するクモ類群集に与える 隆，楠本良延，吉松慎 昆虫学会一般講演プ
影響 一，平舘俊太郎 ログラム 13 

River conf1uen田 enh血田 Take血iOsawa hy世010gyand ge010gy 2010 

vegetation and p1ant species 

dive四i勿，Res'甘a世田血d

conservation of watershed 

ecosvstems: linking ec010gy 
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過去の情報を新技術で僻敵す 大津剛士，吉武啓，中谷 応用生態工学会第14 2010 
るwebマッシュアップを用い 至伸，栗原隆，吉松慎一 回札幌大会
た標本情報閲覧システム P7-2 

基盤情報整備と実現サ ピス 大津剛士，吉武啓 第56回日本応用動物 2011 
を連動させる取り組み 昆虫学会小集会プロ

9 グラム

研究標本の利用促進にむけて 栗原隆，大津剛士，吉武 第1回(新)日本甲虫 2010 
土生コレクションを例に 啓，吉松慎一，中谷至 学会大会講演要旨集

伸，安田耕司 17 

生物本情多様報性を情例報の整備と活用ー 大場真，小川安紀子，真 日本生態学会第58会 2011 
標 にー 坂英一，大揮剛士 全国大会 自曲集会

E∞informatics :情報
科学でやる生強学

(4 )普及しうる成果

成 果 氏 名 発行年度

「気象，土壌，農地利用.!J且 桑形恒男，須藤重人，大津剛士，神山和則 2010 
室効果ガスに関する情報をま
とめて取得できるwebシステム
(g皿 sDB)J

「全国土を詳細に区分できる 小原洋，前大倉島利勇明， 高田裕介，神山和則，吉 2010 
包括的土壌分類第1次試案」 松慎一， 治，浜崎忠雄

「昆虫データベース統合イン 吉武啓，吉松慎一，中谷至伸，安田耕司 2010 
ベントリーシステム」

「南西諸島で多発生した害虫 言松慎 ，上里卓己，指宿浩，湯田達也 2010 
はH本初発生のアフリカシロ
ナヨトウであるJ

(5)主要成果

成 果 氏 名 発行年度

「赤かび毒デオキシニパレ 書I馬誠也，生長陽子，佐育男，吉田重信， 2010 
ノールを分解する細菌 小板橋基夫，伊藤通常，平舘俊太郎
Nocardioides sp. WSN05-2株を
ムギ栽培圃場から分離J

「日本の水田と黒ボク土畑に 白戸康人，横沢E幸，谷山郎 2010 
適合する改良RotbCモデル」

「水田で使用する農薬の河川| 稲生圭哉，岩崎E典，岩船敬，堀尾剛 2010 
における濃度変化を予測し地
図上に表示するシミュレー
ションモデルの開発」

「日本の農地土壌の物理的性 江口定夫，青木和博，神山和則 2010 

質データベースSo1phyJの作
成」
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「微地形区分による農地の精 大倉利明，神山和則，谷山郎，戸上和樹， 2010 
密土壌図の作成」 鹿沼信行，庄司正，小林逸郎

「土生コレクション・オサム 吉武啓，栗原隆，吉松慎 ，中谷至伸，安田 2010 
シ科の標本目録」 耕司

「昆虫文献目録「三橋ノー 言松慎 ，吉武啓，中谷至伸 2010 
ト」全476冊の画像の完全公開」

ス|オテサムシ科標本情報閲覧シ 大津剛士，吉武啓，栗原隆，吉松慎 ，中谷 2010 
ム」 至伸，安田耕司

(6)知的財産権

成 果 氏名 出願月日

イネ科植物の細菌性病害の防除剤および防除方法並びに 封馬誠也，東京農業 2011. 9. 28 
該防除剤をコートした種子(特願2010・217463) (特願 大学(篠原亮，根岸 特許出願

2010-217463) 寛光)

大倉利明，阿部勝男，藤原基次他4名，微粉砕機(発明 大倉利明，阿部勝男， 2010.4.2 
届名称:簡易微粉砕器) (特願2010・086596) 藤原基次他4名 特許出願

(7)所主催の研究会等

表 題 著 者
発表誌名 頁 発行
(出版元) 年月

Metagenomic appro邸 hto soil Takeshi Fuju， Food & Fertilizer 171-179 2010 
microbia1 diversity血 d白且ctions，ShoMori血oto， T田hnologyCenter 

Int町na:世0na1Seminar on Yuko T. Hosh加0， σFTC)(独)農業環境

EnhancementofFunctionru 回roakiOkada， 技術研究所，(独)農

Biodiversity Relevant to YongW，叩g， 業・食品産業技術総合

Sustanable Food Production in HaiyanChu， 研究機構果樹研究

ASPAC B叩Zhihua， 所

Ma:卸shi国 Yuko，

Seiya Tsushima 

土壌情報とモデルを利用した 白戸康人，矢ケ崎泰海 農業環境インベント 14-15 2011 
農地の土壌炭素量変化の全国 リー研究会土壌イ
推定 ンベントリーの整備

と有効利用のための
システム講演要旨集
(独)農業環境技術
研究所

農地土壌の炭素蓄積に関する 白戸康人 第28回士・水研究会資 19-22 
国内外の研究動向 料 (独)農業環

境技術研究所
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土壌情報とモデルを利用した 稲生圭哉 土壌インベントリ
前川における農薬濃度の推定， の整備と有効利用の
農業環境インベントリー研究 ためのシステム講演
~ 要旨集， (独)農業

環境技術研究所

Geographic da岡田包used出 Kazunori Kohyama Internationa1 Workshop 140-144 2011 
activity da飽 ofmodels for on Advanced Use of 

agric叫tura1anden吋Ionmen旬1 Satellite-and Geo-

problems Information for 

Agricu1旬ra1and 
Environmenta1 
Intelligence (MARCO) 

土壌モノリスの世界へょうこ 大倉利明 シンポジワム資料お 2010 
そ・土壌モノリスが出来るま よぴ展示用ポスター
で

全国の土壌の統的な分類 小原洋 農業環境インベント
包括的土壌分類第1次試案の構 リー研究会土壌イン
築 ベントリーの整備と

有効利用のためのシ
ステム講演要旨集
(独)農業環境技術
研究所

土壌情報閲覧システムの構築 両国;裕介 農業環境インベント 2011 
と利用 リー研究会， (独)

農業環境技術研究所

指標候補生物の生物学的情報 言松慎一，吉武啓，平舘 第3回シンポジワム環 2010 
(全国共通，クモ類)，プロ 俊太郎，田中幸一 境保全型農業の取り
ジェクト「農業に有用な生物 組みの効果を計る/ポ
多様性の指標及び評価手法の スター発表，農林水
開発」 産省農林水産技術会

議事務局， (独)農業
環境技術研究所，
(独)農業生物資源研
究所

指標候補生物の生物学的情報 吉松慎 ，吉武啓，平舘 第3回シンボジワム環 2010 
(全国共通，ゴミムシ類)，プ 俊太郎 境保全型農業の取り
ロジェクト「農業に有用な生 組みの効果を計る/ポ
物多様性の指標及び評価手法 スター発表，農林水
の開発」 産省農林水産技術会

議事務局， (独)農業
環境技術研究所，
(独)農業生物資源研
究所
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付録

研究協力・交流

( 1 )国外での研究交流

氏 名 出張国 活動内容 期 間

吉武啓 韓国水原、金泉市
クロツヤサルゾウムシ類のサンプリ

22.05.17""'05.23 
ング及び生態調査

土壌炭素蓄積と農業分野の気候変動
白戸康人 中国、北京 緩和に関する国際ワークショップ参 22.06.27 ""'07.02 

加および研究打合せ

共同研究課題「伝統的生物防除法」
黒瀬大介 イギリス エジンバラ に関する研究打合せおよび野外調 22.07.18 ""'08.09 

査、国際学会 IIMC9Jでの研究発表

レオン愛 オーストラリア ブリスベン
第四回世界土壌科学会議(World

22.07.31 ""'08.07 Conference of Soil Science)参加

四CC専門家会合「温室効果ガスイン
白戸康人 オーストラリア シドニー ベントリー構築のためのモデ、ルと観 22.08.08""'08.12 

測データの使用」

吉武啓 ドイツ ドレスデン
ゼンケンベルク自然史コレクション

22.08.16""'11.16 
関連研究

白戸康人 タイ バンコク、チェンマイ周辺
MARCOに基づく日夕イ共同研究

22.09.19""'09.24 
の打ち合わせ

大倉利明 タイ バンコク、チェンマイ周辺
MARCOに基づく日夕イ共同研究

22.09.19""'09.24 
の打ち合わせ

MARCO-FFTC国際ワークショップ「ア
高田裕介 インドネシア ボゴール ジアにおける土壌炭素蓄積の評価と 22.09.27""'10.03 

持続的管理」出席

2010土壌・地下水汚染地における調
神山和則 台湾 台北 査・修復・管理に関する台北国際会 22.10.24""' 1 0.28 

議出席

神山和則 台湾 台北
「土壌及び地下水汚染対策と実務」

22.11.29""' 12.02 
指導

大倉利明 ブラジルサンパウロ IPCC-排出係数データベース会合出席 22.12.13""' 12.21 

ISRIC(International Soli 
高田裕介 オランダ ワーゲニンゲン Reference and Information Centre) 23.01.25""'01.29 

訪問、情報収集

ISRIC(International Soli 
レオン愛 オランダ ワーゲニンゲン Reference and Information Centre) 23.01.25""'01.29 

訪問、情報収集
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(2)依頼研究員

氏 名 所属 研究課題 期 問

PCR-DGGE法等を用いた士壌微生物群

三室元気
富山県農林水産総合技術 集の解析手法の習得および土壌pHが 22.09.01~ 

センター 植物の防御反応に及ぼす影響につい 09.29 
て分子レベルでの解析

生咲巌 香川県農業試験場生産環 アブラナ科の根こぶ病防除体系の開 22.10.01 ~ 
(きさきがん)境部門 発に関する研究 12.28 

(3)技術講習生

氏 名 所属 研究課題 期 間

川合浩司 富士フィルム(株) PCR-DGGE手法の取得
22.04.06~ 

04.08 

昆虫類のDNAパーコーディングに関わ
22.08.01~ 

工藤雄太 東京農業大学農学部 る標本管理および分子実験技術・情
報解析法の習得 23.03.31 

筑波大学生命環境学群生
昆虫・クモ類の標本情報の管理技術

22.08.01~ 
須黒達巳

物学類
およびDNAパーコーディングによる主

23.03.31 の同定法の習得

美桂英
中国農業科学院農業資源

長期の施肥試験における土壌炭素動
22.09.20~ 

(Guiying 
与農業区画研究所

態に関するシミュレーション技術の
24.03.31 Jiang) 習得

李漢振
韓国農林水産食品部国立 アブラムシ及びアザミウマ分類同定 22.1 1.08~ 

検疫院中部支院 技法 12.03 

綿貫大祐
東京農業大学農学部農学

蛾類の分類技術の習得
2幻3.0ω2.14~

科 23.03.31 

黒瀬大介
農業環境インベントリー 新規生物的防除法による外来性侵入 22.04.01~ 

センター封馬誠也 雑草の制御技術の確立 25.03.31 

「鱗麹目データベースの開発および
22.06.15~ 

宮崎昌久 農環研名誉研究員 構築」に関する作業(北九州市立自
然史・歴史博物館からの派遣) 23.01.15 

(4)特任研究員・教育研究研究生等

氏 名 所 属 期 問

菅原秀明 特任研究員:国立遺伝学研究所
2010.04.01 ~ 

2011.03.31 
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(5)講師派遣等

氏名 講師派遣の内容 依頼者 期間

小原洋
植物防疫に関する技術連 農林水産省関東農政局生産流通部農 2010.04.01 ~ 
絡会議 産課 2011.03.31 

高田裕介
茨城県農業総合センター

茨城県農業総合センター
2010.08.18~ 

専門能力強化研修 2010.08.25 

平成22年度関東プロック
2010.10.18~ 

高田裕介 土壌保全対策技術研究会 農林水産省関東農政局
2010.10.22 

講師

平成22年度土壌由来温室
2010.1 1.08~ 

高田裕介 効果ガス・土壌炭素調査 土壌保全調査事業協議会
2010.11.10 

事業講師

高田裕介
平成22年度換地計画推進

全国土地改良事業団体連合会
201O.12.06~ 

全国会議講師 2011.01.18 

高田裕介
平成22年度土壌炭素貯留

近畿土壌炭素貯留モデル事業協議会
2011.01.11 ~ 

モデ、ル事業協議会講演会 2011.03.01 

平成22年度箱根自然講座
環境省宮士箱根伊豆国立公園箱

大津剛士 講師，環境省富士箱根
根自然環境事務所

2010.12.11 ~ 
伊豆国立公閏

(6)外部委員会委員等

氏 名 委嘱・応嘱先 委嘱・応嘱名 期 間

封馬誠也
農林水産省消費・安全局

植物防疫に関する技術連絡会議
2010.04.01 ~ 

(植物防疫課) 2011.03.31 

針馬誠也 (独)種苗管理センター 調査研究評価委員会
201O.02.23~ 

2011.02.22 

封馬誠也
農業生物資源ジーンパ 農業生物資源ジーンパンク事業連絡

201 1.0 1.13~ 
ンク事業連絡協議会 協議会

封馬誠也
特定非営利活動法人近畿 第51回近畿アグリハイテクシンポ 2010.09.21 ~ 
アグリハイテク ジウムでの講演依頼 2010.09.21 

針馬誠也
農林水産省消費・安全局 平成22年度土壌病害虫防除対策検討

2010.12.13~ 
(植物防疫課) 会での講演依頼

封馬誠也 兵庫県 競争的資金戦略会議での講演依頼
2010.10.26~ 

2010.10.27 

封馬誠也 (独)日本学術振興会
「最先端・次世代研究開発支援プログ 2010.06.02-2010-
ラム」書面レピュー 06.30 
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白戸康人
環境省((独)国立環境研 平成22年度環境研究総合推進費課題 2010.10.08-
究所受託) 検討会委員 2011.03.31 

環境省(=菱UF]リ
平成22年度森林等の吸収源ワーキン 2010.06.25~ 

白戸康人 サーチ&コンサルティン
グ・グループ委員 2011.03.31 

グ(株)受託)

平成22年度森林吸収源インベント

白戸康人 (独)森林総合研究所
リー情報整備事業(枯死木、リタ一、 2010.08.20~ 

土壌等の炭素蓄積量の把握)に関する 2011.03.18 
検討委員会委員

白戸康人
環境省((独)国立環境研 温室効果ガス排出量算定方法検討会 2010.1 1.12~ 

究所受託) 森林等の吸収源分科会委員 2011.03.31 

農林水産省((株)=菱総
農地・水・環境保全向上対策環境保全

201O.09.17~ 
白戸康人 型農業推進調査事業ワーキンググ

合研究所受託)
ループ委員 2011.03.31 

農林水産省(日本工営
「農地基盤における炭素貯留評価に

2010.08.17~ 
白戸康人

(株)東京支社受託)
関する検討会(平成22年度)Jへの参

2011.03.10 画

環境省水・大気環境局 環境省農薬残留対策総合調査技術検
稲生圭哉 ( (社)日本植物防疫協 討会環境負荷解析調査分科会(技 20 11.02.22 ~ 

会受託) 術検討委員)

環境省水・大気環境局 環境省農薬残留対策総合調査技術検
稲生圭哉 ( (社)日本植物防疫協 討会水質農薬残留調査分科会(技 201 1.02.25~ 

会受託) 術検討委員)

大倉利明
(財)都市緑化技術開発機 「植生回復によるC02吸収量算定手法 2010.10.01 ~ 
構 に関する検討委員会」委員 2011.03.31 

高田裕介 農林水産省関東農政局
平成22年度関東プロック 土壌保全 2010.10.18~ 

対策技術研究会 2010.10.22 

高田;裕介
(独)農業・食品産業技術 平成22年度共通基盤試験研究推進会 2010.12.20~ 

総合研究機構 議土壌肥料部会での話題提供 2011.02.22 

(7)学会委員

氏名 委嘱・応嘱先 委嘱・応嘱名 期間

封馬誠也 日本植物病理学会 評議員
2010.04.17~ 

2011.03.27 

封馬誠也
日本植物病理学会バイオ

会長 2009.04.01 ~ 
コントロール研究会

封馬誠也 日本土壌微生物学会 評議員 2005.06~201 1.5 

封馬誠也 日本土壌微生物学会 財政問題将来検討委員会委員 2005.6~ 

封馬誠也 日本土壌微生物学会 土壌微生物教育委員会委員 2005.6~ 

封馬誠也
日本微生物生態学会、

M晶E編集委員 2007.01~ 
日本土壌微生物学会
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封馬誠也 日本土壌微生物学会 選挙管理委員長 2008.10~ 

封馬誠也 Nature Pub1ishing Nature reader pane1 2008.10~ 

白戸康人 日本ベドロジー学会 幹事(広報 "IIP担当)
2010.04.01 ~ 

2011.03.31 

稲生圭哉 日本農薬学会 農薬環境科学研究会委員
2009.04.01 ~ 

2011.03.31 

小原洋 日本ベドロジー学会 評議員
2010.04.01 ~ 

2012.03.31 

小原洋 日本ベドロジー学会 幹事 2010.04.01 ~ 

高田裕介 日本ベドロジー学会 ベドロジストトレーニングコース世話人
2010.10.25~ 

2010.11.03 

吉武啓 日本ゾウムシ情報ネyトワーク ニュースレター編集 2010.04.01 ~ 

大津剛士 日本生態学会 大会企画委員 2010.04.01 ~ 

大津剛士 日本生態学会(関東地区会)地区会幹事 2011.01.01 ~ 

大津剛士 応用生態工学会 若手の会運営委員 2010.01~ 

(8)同定依頼・技術相談等

イ牛 名 件数

土壌採取・分析法、手法に関する相談(方法・手法に関する相談) 2 

土壌特性に関する相談(分類・性質に関する相談) 5 

昆虫同定 20 

昆虫の学名・種名・文献等に関する相談 7 

昆虫標本に関する相談 8 

微生物に関する同定、技術相談 8 

農薬の動態等に関する相談 3 

(9)その他

件 名 期 間

農業環境技術研究所般公開インベントイリ 展不館公開 22.04.16 

インターンシップ受入 22.9. 13~17 

つくばちびっ子博士2010ー昆虫採集標本作製教室 22.07.21 

つくばちびっ子博士2010ーインベントリ 展示館公開 22.08.04， 
08. 18 

アグリビジネス創出フェア2009への出展 22. 11. 24~26 

農業環境インベントリ 研究会開催(土壌インベントリ の整備と有効利 23.2.24 
用のためのシステム)

88 



付録

在職者とその動き

氏 名 職 名 期 間 備考

封馬誠也 センター長 21. 4. 1 ""' 

神山 和則 上席研究員 18. 4. 1 ""' 

小原 洋 主任研究員 19. 10. 1 ""' 

大倉利明 " 18. 4. 1 ""' 

高田裕介 任期付研究員 21. 4. 1 ""' 

大津剛士 " 22. 4. 1 ""' 

白戸康人 主任研究員 20. 1. 1 ""' 

稲生圭哉 " 18. 4. 1 ""' 

吉松慎一 上席研究員 18. 4. 1 ""' 

中谷至伸 主任研究員 18. 4. 1 ""' 

吉武 啓 任期付研究員 20. 4. 1 ""' 

菅原秀明 特任研究員 21. 6. 1 ""' 

宮崎 昌久 名誉研究員 21. 4. 1""' 

浜崎忠雄 名誉研究員 21. 8. 21 ""' 

木代玲子 補助員 18. 9. 26""' 

レオン愛 農環研特別研究員 20. 6. 26""' 

斎藤猛雄 契約研究員 18. 11. 13""' 

増田 康代 補助員 18. 4. 1 ""' 

渡辺寿美子 " 18. 4. 1 ""' 

土屋紀明 " 22. 6. 1 ""' 

中村加代子 " 20. 1. 16""' 

矢ケ崎泰海 農環研特別研究員 21. 4. 1 ""' 

美桂英 技術講習生(中国) 22. 9. 20""' 

倉松晃子 補助員 20. 8. 1 ""' 

井津異知子 " 18. 4. 1 ""' 

前原一慶 " 19.11. 1""' 

赤坂泰基 " 19. 12. 1 ""' 

栗原隆 契約研究員 21. 6. 1 ""' 

馬場友希 契約研究員 21. 6. 1 ""' 

栗原俊子 補助員 21. 7. 1""' 

包智華 農環研特別研究員 21. 4. 1 ""' 

松下祐子 契約研究員 21. 4. 1 ""' 

丹羽理恵子 契約研究員 21. 4. 1 ""' 

黒瀬大介 JSPS特別研究員 22. 4. 1 ""' 
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佐藤育男 契約研究員 22. 4. 1-

藤波優美 補助員 22. 11. 1-

辻佑季子 " 22. 11. 1-

松本和賀子 " 21. 4. 1-

(3ヶ月以上在籍者)
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